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平成１９年３月期      第３四半期財務・業績の概況（連結） 

平成 19 年１月 29 日 
上場会社名   日本製粉株式会社  （コード番号：２００１ 東証１部、大証１部、札証） 
（ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｎｉｐｐｎ.ｃｏ.ｊｐ）  
代 表 者 役職名 代表取締役社長 氏名 青崎  済  
問合せ先責任者 役職名 企画・業務本部広報グループ長 氏名 森住 康男 ＴＥＬ（03）3350-3900 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 
    税金費用の計算については、一部簡便な方法を採用しています。 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 
     
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 
    連結 (新規) ４社   (除外) １社    持分法 (新規) ２社   (除外) ２社 

２．平成 19 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況                （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四 半 期 （ 当 期 ）

純 利 益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年３月期第３四半期 180,941 5.2 4,886 △12.3 5,249 △11.4 3,283 △6.9
18 年３月期第３四半期 171,961 0.9 5,569 △9.3 5,926 2.5 3,525 1.1

（参考）18 年３月期 227,421 7,285 7,620  4,837

 

 １ 株 当 た り 四 半 期

（当期 ）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

 円 銭 円 銭

19 年３月期第３四半期 19 54 18 16
18 年３月期第３四半期 20 95 19 48

（参考）18 年３月期 28 43 26 44

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 

当第３四半期における食品業界の事業環境は、人口減少・少子高齢化の進行により国内マーケットが縮小するな

かで、原油価格高騰・円安により原材料コストが増加する等、厳しい経営環境が続きました。このような状況のもと

で、当社グループは平成 17 年４月からスタートした３ヶ年の「05／07 中期経営計画」に全力を挙げて取り組み、食の

安全・安心志向に基づく品質管理の強化とともに、売上の増大と収益力の向上に努めました。 

当第３四半期の売上高は、過去最高の１，８０９億４千１百万円（前年同期比 5.2%増）、営業利益は、４８億８千６百

万円（同 12.3%減）、経常利益は、５２億４千９百万円（同 11.4%減）、四半期純利益は３２億８千３百万円（同 6.9%減）と

なりました。事業部門別の状況は次のとおりであります。 

製粉事業においては、国内の小麦粉需要が伸び悩み、企業間の販売競争が一段と厳しさを増すなか、当社グル

ープは、お客様のニーズや食の多様化に対応するため、新商品の開発、技術講習会・経営セミナーの開催、提案営

業の推進など活発な営業活動を展開しましたが、小麦粉の販売数量は前年同期並となりました。副製品のふすまの

売上、倉庫業及び港湾運送業の収入高は、それぞれ前年同期を上回りました。以上により、製粉事業の売上高は、

６６０億５百万円（前年同期比 0.5%減）となりました。 

なお、千葉工場の増強工事につきましては、最新鋭大型製粉ライン（Ｄミル）が平成 18 年４月に稼動したことによ

り、当社グループの東日本地区への供給体制は磐石なものとなりました。 

 

 

（財）財務会計基準機構会員 
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食品事業においては、お客様の簡便性や健康・安全志向に対応した特色のある新商品を投入するとともに、各種

展示会への出展、新商品発表セミナー、イタリア料理技術講習会の開催など活発なマーケティング活動を展開しまし

た。その結果、プレミックス類、パスタ類、冷凍食品類の売上は、業務用、家庭用とも前年同期を上回りました。ま

た、中食関連食品については、連結子会社１社が増加したため、売上を伸ばしました。以上により、食品事業の売上

高は、９５５億１千６百万円（前年同期比 11.0%増）となりました。 

その他事業においては、ペットフードは売上を伸ばしました。健康食品類は、アマニ油を配合したサプリメントなど

新商品を積極的に投入し、売上の増大に努めました。バイオ関連事業、エンジニアリング事業の販売は、前年同期

を下回りました。以上により、その他事業の売上高は、１９４億１千９百万円（前年同期比 0.5%減）となりました。 

（２）財政状態（連結）の変動状況                （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １ 株 当 た り 純 資 産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19 年３月期第３四半期 204,711 99,001 47.4  579 90
18 年３月期第３四半期 199,747 96,144 48.1  571 30

（参考）18 年３月期 203,958 99,401 48.7  590 39

【連結キャッシュ・フローの状況】                 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年３月期第３四半期 2,857 △6,662 726  7,165
18 年３月期第３四半期 5,083 △7,017 △1,988  8,109

（参考）18 年３月期 8,593 △8,740 △2,283  9,601

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕 

当第３四半期末の財政状態につきましては、総資産は２，０４７億１千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ、

７億５千２百万円増加しました。また、純資産は、９９０億１百万円となりました。 
キャッシュ・フローの状況につきましては、 
営業活動によるキャッシュ・フローは２８億５千７百万円の収入となり、前年同期に比べ減少しました。この主な要

因は、税金等調整前四半期純利益が増加し、法人税の支払額が減少しましたが、売上債権、棚卸資産が増加した

ことによるものであります。 
投資活動によるキャッシュ・フローは６６億６千２百万円の支出となりました。この主な要因は、設備投資に対する

支出によるものであります。 
財務活動によるキャッシュ・フローは７億２千６百万円の収入となりました。この主な要因は、社債の償還があった

ものの借入金の増加とコマーシャルペーパーの発行があったことによるものであります。 
以上 

【参考】 
平成 19 年３月期の連結業績予想（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円
通    期 240,000 7,000 4,400

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 26 円 18 銭 

平成 19 年３月期の個別業績予想（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円
通    期 162,000 5,200 3,400

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 20 円 23 銭 

〔業績予想に関する定性的情報等〕 

平成 19 年３月期の連結業績予想および個別業績予想につきましては、当第３四半期の実績を織り込んで見直し

を行いました結果、平成 18 年 11 月 10 日に公表いたしました予想数値のうち、経常利益、当期純利益について、上

記の通り修正いたします。 

 
(注)上記の業績予想につきましては、現時点で入手された情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は 
   様々な要因により大きく異なる場合がありうることをご承知おきください。 



（単位：百万円）

(資産の部) (負債の部)

Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 7,205 9,601 △ 2,396 8,109
支払手形及び買掛
金

13,746 11,625 2,121 12,421

受取手形及び売
掛金

34,099 27,325 6,773 31,422 短期借入金 18,329 25,489 △ 7,159 25,405

棚卸資産 15,658 15,263 394 14,422
１年以内償還予定
社債

500 5,000 △ 4,500 5,000

繰延税金資産 596 762 △ 165 836 ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ 7,000 － 7,000 －
その他 3,174 3,673 △ 499 3,293 未払法人税等 1,198 911 287 768
貸倒引当金 △ 150 △ 141 △ 8 △ 161 その他 9,030 9,055 △ 25 8,850
流動資産合計 60,583 56,485 4,097 57,923 流動負債合計 49,805 52,081 △ 2,276 52,446
Ⅱ 固定資産 Ⅱ 固定負債

（有形固定資産） 社債 8,098 8,498 △ 400 8,498
建物及び構築物 28,049 22,853 5,196 22,915 長期借入金 23,166 15,093 8,073 15,449
機械装置及び運
搬具

20,464 16,675 3,789 16,664 退職給付引当金 1,959 1,877 82 1,856

土地 24,673 24,690 △ 17 24,909
役員退職慰労引当
金

677 709 △ 32 679

建設仮勘定 119 6,536 △ 6,417 4,650 繰延税金負債 19,978 22,502 △ 2,523 21,185
その他 1,140 1,018 122 1,041 その他 2,023 2,084 △ 60 1,739
有形固定資産合計 74,447 71,774 2,673 70,181 固定負債合計 55,904 50,764 5,139 49,407
（無形固定資産） 880 822 57 640 負 債 合 計 105,709 102,846 2,863 101,853
（投資その他の資産） （少数株主持分）

投資有価証券 62,462 68,755 △ 6,293 65,188 少数株主持分 － 1,710 － 1,749

長期貸付金 689 710 △ 20 717
     （資 本 の 部）
Ⅰ資本金 － 12,240 － 12,240

繰延税金資産 1,125 1,113 11 1,078 Ⅱ資本剰余金 － 11,057 － 11,057
前払年金費用 1,749 1,151 597 - Ⅲ利益剰余金 － 49,269 － 47,957

その他 3,226 3,247 △ 20 4,106
Ⅳその他有価証券評
価差額金

－ 28,367 － 26,390

貸倒引当金 △ 453 △ 103 △ 350 △ 90 Ⅴ為替換算調整勘定 － 86 － 116
Ⅵ自己株式 － △ 1,619 － △ 1,617
資本合計 － 99,401 － 96,144

負債、少数株主持分
及び資本合計

－ 203,958 － 199,747

（純資産の部）

Ⅰ株主資本

資本金 12,240 － － －
資本剰余金 11,057 － － －
利益剰余金 51,232 － － －
自己株式 △ 2,070 － － －
株主資本合計 72,461 － － －
Ⅱ評価・換算差額等
その他有価証券評
価差額金

24,186 － － －

繰延ヘッジ損益 1 － － －
   為替換算調整勘定 347 － － －
評価・換算
差額等合計

24,535 － － －

投資その他
の資産合計

68,799 74,875 △ 6,076 71,001 Ⅲ少数株主持分 2,005 － － －

固定資産合計 144,127 147,472 △ 3,344 141,823 純資産合計 99,001 － － －

資 産 合 計 204,711 203,958 752 199,747 負債・純資産合計 204,711 － － －

平成19年
３月期
第３四半期

平成18年
３月期 増減

平成18年
３月期
第３四半期

(18.12.31) (18.3.31) (17.12.31)

（要約）四半期連結貸借対照表

科目 科目

平成19年
３月期
第３四半期

平成18年
３月期

平成18年
３月期
第３四半期

(18.12.31) (18.3.31)

増減

(17.12.31)
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（単位：百万円）

％ ％ ％ ％

Ⅰ 売上高 180,941 100.0 171,961 100.0 8,980 5.2 227,421 100.0

Ⅱ 売上原価 139,270 77.0 130,458 75.9 8,811 6.8 172,721 75.9

売上総利益 41,671 23.0 41,502 24.1 169 0.4 54,699 24.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 36,784 20.3 35,932 20.9 852 2.4 47,414 20.9

営業利益 4,886 2.7 5,569 3.2 △ 683 △ 12.3 7,285 3.2

Ⅳ 営業外収益

受取利息及び配当金 705 581 123 612

その他 815 969 △ 153 1,281

　　　　　計 1,520 0.8 1,550 0.9 △ 30 △ 1.9 1,894 0.8

Ⅴ 営業外費用

支払利息 587 552 35 749

その他 569 641 △ 71 810

　　　　　計 1,157 0.6 1,194 0.7 △ 36 △ 3.1 1,559 0.6

経常利益 5,249 2.9 5,926 3.4 △ 676 △ 11.4 7,620 3.4

Ⅵ 特別利益 1,583 0.9 1,911 1.1 △ 328 △ 17.2 2,548 1.1

Ⅶ 特別損失 587 0.3 1,854 1.0 △ 1,267 △ 68.3 2,603 1.2

税金等調整前四半期(当期)純利益 6,245 3.5 5,983 3.5 262 4.4 7,565 3.3

法人税、住民税及び事業税 2,219 1,949 270 2,151

法人税等調整額 660 597 63 640

少数株主利益 81 △ 90 171 △ 65

四半期（当期）純利益 3,283 1.8 3,525 2.1 △ 242 △ 6.9 4,837 2.1

（参考）

平成18年３月期科目

平成19年３月期
第３四半期

平成18年３月期
第３四半期

（要約）四半期連結損益計算書

百分比 金額 百分比 金額 増減率 金額 百分比金額

増減
自 平成18年 ４月１日
至 平成18年12月31日

自 平成17年 ４月１日
至 平成17年12月31日
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（単位：百万円）

税金等調整前四半期（当期）純利益 6,245 5,983 7,565
減価償却費 4,342 4,002 5,200
売上債権の増減額 △ 6,021 △ 4,401 △ 425
棚卸資産の増減額 △ 301 1,011 207
仕入債務の増減額 1,364 1,025 266
その他 △ 927 595 △ 940
　　小計 4,701 8,216 11,874
利息及び配当金の受取額 712 593 628
利息の支払額 △ 573 △ 632 △ 756
法人税等の支払額 △ 1,983 △ 3,093 △ 3,152

2,857 5,083 8,593

固定資産の取得による支出 △ 7,896 △ 6,641 △ 8,321
固定資産の売却による収入 655 506 1,201
投資有価証券等の取得・売却・償還 170 △ 689 △ 360
その他 408 △ 193 △ 1,259

△ 6,662 △ 7,017 △ 8,740

短期借入金の純増減額 △ 603 △ 696 △ 540
コマーシャルペーパーの純増減額 7,000 － －
長期借入金の増加による収入 9,016 2,454 3,054
長期借入金の返済による支出 △ 7,961 △ 2,556 △ 3,603
社債の償還による支出 △ 5,000 － －
自己株式の取得による支出 △ 450 △ 12 △ 8
配当金の支払額 △ 1,275 △ 1,185 △ 1,188
その他 0 8 2

726 △ 1,988 △ 2,283
32 74 74

△ 3,047 △ 3,847 △ 2,355
9,601 11,883 11,883
611 73 73
7,165 8,109 9,601

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

（参考）

平成18年３月期

（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高

平成19年３月期
第３四半期

平成18年３月期
第３四半期

科目

Ⅶ　新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高

自 平成18年 ４月１日
至 平成18年12月31日

自 平成17年 ４月１日
至 平成17年12月31日
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66,005 95,516 19,419 180,941 - 180,941

3,932 660 1,501 6,094 (6,094) -

69,938 96,176 20,921 187,036 (6,094) 180,941

67,151 94,046 20,915 182,113 (6,058) 176,055

2,786 2,130 6 4,922 (36) 4,886

（注）１．

２． 各区分に属する主要な製品

事業区分

製粉事業

食品事業

その他事業

３．

66,363 86,071 19,525 171,961 - 171,961

3,711 1,470 1,181 6,363 (6,363) -

70,075 87,542 20,707 178,324 (6,363) 171,961

66,738 85,458 20,554 172,751 (6,360) 166,391

3,336 2,083 152 5,572 (2) 5,569

87,775 114,021 25,624 227,421 - 227,421

4,983 1,754 1,645 8,383 (8,383) -

92,759 115,775 27,269 235,804 (8,383) 227,421

88,290 113,112 27,109 228,512 (8,377) 220,135

4,468 2,663 160 7,291 (6) 7,285

連   結

製粉事業 食品事業 その他事業 計 消去又は全社 連   結

製粉事業 食品事業 計

 海外売上高が連結売上高の１０％未満のため記載しておりません。

セグメント情報

（１）事業の種類別セグメント情報

平成19年３月期第３四半期（平成18年４月１日～平成18年12月31日）

（単位：百万円）

平成18年３月期第３四半期（平成17年４月１日～平成17年12月31日）

（単位：百万円）

（参考）平成18年３月期（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

消去又は全社

計

事業区分

事業は、製品の種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。

　　営　業　費　用

　　営　業　利　益

Ⅰ　売上高及び営業損益

　　売　  上  　高

(1)外部顧客に対する売上高

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも９０％超であるため、所在地別セグメン
ト情報の記載を省略しております。

製粉事業 食品事業 その他事業 計 消去又は全社 連   結

Ⅰ　売上高及び営業損益

　　売　  上  　高

(1)外部顧客に対する売上高

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高

計

Ⅰ　売上高及び営業損益

　　営　業　費　用

　　売　  上  　高

(1)外部顧客に対する売上高

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高

計

（単位：百万円）

その他事業

　　営　業　利　益

（２）所在地別セグメント情報

（３）海外売上高

主　要　製　品

小麦粉、ふすま、そば粉等

家庭用小麦粉、プレミックス、パスタ、冷凍食品、中食関連食品

ペットフード、健康食品、食品関連機械装置等

営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

　　営　業　費　用

　　営　業　利　益
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